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持続可能な交通の実現に向けて

　

2
0
2
0
年
中
に
お
け
る

運
転
者
の
交
通
事
故
の
発
生

件
数
を
年
齢
層
別
に
み
る

と
、
20
歳
～
24
歳
、
45
歳
～

49
歳
が
多
く
、
い
ず
れ
も
約

2
万
8
千
件
で
す
。
高
齢
運

転
者
に
つ
い
て
は
、
65
歳
～

69
歳
、
70
歳
～
74
歳
と
も

2
万
件
強
で
あ
り
、
こ
れ
以

降
の
年
齢
で
は
減
少
が
見
ら

れ
ま
す
（
図
参
照
）。
た
だ

し
、
各
年
齢
層
で
免
許
を
所

持
す
る
人
数
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
免
許
保
有
者
10
万
人

あ
た
り
の
事
故
件
数
を
調
べ

る
と
、
図
中
の
折
れ
線
が
示

す
よ
う
に
、
75
歳
以
降
で
増

加
に
転
じ
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る

中
、
免
許
保
有
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
75

歳
以
上
に
着
目
す
る
と
、

2
0
2
0
年
の
免
許
保
有
者

数
は
10
年
前
と
比
較
し
て
約

1
・
6
8
倍
に
な
っ
て
い
ま

す
。
運
転
免
許
を
保
有
す
る

後
期
高
齢
者
の
増
加
は
、
事

故
の
増
加
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
は
70
歳
以
上

の
方
が
免
許
更
新
前
に
受
講

す
る
も
の
で
、
身
体
機
能
や

運
転
技
能
に
つ
い
て
自
己
理

解
を
深
め
、
加
齢
の
影
響
を

補
う
運
転
で
あ
る
補
償
運
転

を
促
す
こ
と
で
事
故
の
防
止

を
目
指
し
ま
す
。
今
年
の
5

月
か
ら
は
、
75
歳
以
上
で
一

定
の
違
反
が
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
運
転
技
能
検
査
も
導

入
さ
れ
、
合
格
を
し
な
い
と

運
転
免
許
の
更
新
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

運
転
免
許
の
自
主
返
納
も

事
故
防
止
対
策
と
な
り
ま

す
。
2
0
2
0
年
で
は
全
国

で
約
55
万
人
が
返
納
を
し
て

お
り
、
こ
の
数
値
は
10
年
前

の
8
倍
以
上
で
す
。
庄
内
地

域
で
も
返
納
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
車

が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

筆
者
は
2
0
1
7
年
に
酒

田
市
の
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
返
納
に
関
す
る
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
運
転
免
許
保

有
者
の
多
数
は
「
返
納
を
す

る
気
が
な
い
」
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、「
返
納
し
た
い

が
現
在
の
環
境
で
は
難
し

公益の風 #10

い
」
と
回
答
す
る
方
も
1
割

弱
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
2
0
1
5
年
に
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
加
盟
国
が
同
意
し

た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」
を
指
し
、
17
の
目
標
と

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
交

通
に
つ
い
て
は
「
死
傷
者
の

半
減
」
と
「
全
て
の
人
々
に

安
全
か
つ
安
価
で
容
易
に
利

用
で
き
る
持
続
可
能
な
輸
送

シ
ス
テ
ム
を
提
供
」
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
見

る
と
、
無
理
に
運
転
を
す
る

の
で
は
な
く
、
車
が
無
く
て

も
暮
ら
し
て
い
け
る
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
に
加
え
、
車
利

用
の
削
減
が
必
要
で
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
自
動
運
転
の
実
証
運

転
が
行
わ
れ
、
ハ
ン
ド
ル
や

ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
の
な

い
近
未
来
的
な
バ
ス
が
公
道

を
走
り
な
が
ら
デ
ー
タ
収
集

を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
複

数
の
公
共
交
通
機
関
の
時
刻

表
や
運
行
情
報
を
組
み
合
わ

せ
て
検
索
す
る
こ
と
で
、
遅

延
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

反
映
し
な
が
ら
最
適
な
経
路

を
通
知
す
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導

入
も
進
ん
で
い
ま
す
。
自
転

車
や
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
仕
組
み

は
、
電
車
や
バ
ス
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
目
的

地
付
近
の
近
距
離
移
動
で
活

躍
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

庄
内
地
域
で
も
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
よ
る
運
賃
の
支
払
い
や

路
線
の
改
編
等
、
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
日
常
的
に
車
を

利
用
し
て
い
る
と
、
こ
れ
ら

は
他
人
事
に
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
車
は
目
的
地
や

出
発
時
刻
を
自
由
に
設
定
で

き
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
時
に

も
便
利
な
利
便
性
の
高
い
乗

り
物
で
す
。
し
か
し
、
座
っ

た
ま
ま
移
動
で
き
る
た
め
、

主
な
移
動
が
車
の
場
合
、
そ

れ
以
外
の
人
と
比
べ
て
肥
満

の
リ
ス
ク
が
約
1
・
4
倍
に

高
ま
り
ま
す
。
肥
満
は
生
活

習
慣
病
に
繋
が
り
ま
す
し
、

日
常
移
動
に
お
け
る
車
移
動

の
多
い
都
市
の
方
が
1
人
あ

た
り
の
医
療
費
が
高
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
車

が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
に

も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
1
人
の
人
を
1
㌔
運

ぶ
際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素
量
は
、
平
均
値
ベ
ー
ス

で
は
、
バ
ス
や
鉄
道
、
航
空

機
よ
り
も
自
家
用
車
の
方
が

多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

健
康
や
環
境
負
荷
の
低
減

は
持
続
可
能
な
社
会
を
作
る

上
で
重
要
な
視
点
で
す
。
車

の
利
用
は
移
動
の
利
便
性
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
視
点

か
ら
考
え
る
必
要
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
多
く
の
活
動
の
前

提
と
な
る
「
移
動
」
を
将
来

に
わ
た
り
安
全
安
心
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
地
域
を
ど
の

よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
を
考

え
な
が
ら
、
ま
ず
は
車
利
用

を
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交

通
に
代
替
す
る
等
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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